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(ア フガニスタンなど )

株式71076%を取得することで合意した。

買収額は 1億 700万}口 だった。 (WWW.jet
ro,go.jp/bignews/53ec4b6b6ed70)

www.bushesswire,com/

▼ルクセンブルクの携帯電話会社 ミリコム・

インターナショナル 。セルラー、コロンビ

ア子会社と固定ブロー ドバンド事業を手掛

ける同国UNEが 合併完了と発表 (WWW,
milhcom.com)

▼米電力会社サザン・ カ リフォルニア・ エジ

ソン、太陽光や地熱を使った発電事業者な

どからの 150万キ[ワット分の再生可能エネルギ

ーの買い取り契約を締結 (WWW,SCeocom)

▼スイスの昇降機メーカーのシン ドラーグル

ーフ
°
の北米法人、ニューヨークの世界貿易

センタービル「タワー4Jにエ レベーター

な ど を 納 入 (WWW.uS,SChindler,com)

▼ATM世 界大手の米NCR、 アラブ首長国

連井Б(UAE)ア ブダビ首長国のアブダビ

国立銀行に同社のATMを 納入 (WWW.nCr
,com)

▼米医薬品会社のザ 。メディシンズ・ カンパ

ニー、細菌性皮膚感染症の治療薬で米食品

医薬品局 (FDA)承 認を取得 (WWW.the
medicinescompany,com)

▼米ファン ドのサクセ ッシ ョン。キ ャピタル、

同建材卸売ワイン 。バ レー・ サイディング

・ サフ
°
ライを買収 (WWW.Successlon― capit

al,com)

▼米農業関連大手のラン ド・ オ レークス、調

理済みチーズの新製品「シャープ・ チェダ

ー・ アメ リカン 。ブ レン ド」を発売 (WW
w。landolakesinc.com)

▼大手ホテルチェーンの米ハイア ッ ト・ ホテ

ルズ 。コーポ レーシ ョン、パーク・ ハイア

ッ ト・ ニ ューヨークの買収を 3億 9千万円レ

で完了 (WWW.hyatt,com)

▼ホテルチェーン大手の米 ヒル トン 。ワール

ドワイ ド、シカゴでの開業により善Б屋数が

70万室に到達 (WWW.hiltOnworldwide,com)
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献
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介
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、
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を
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】維日本の高機能繊
日本企業の思惑合致なるか

て
、
経
済
政
策
に
関
与
し
続
け
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ほ
し
い
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の
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待
が
あ
る
。
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菱
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菱
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。
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通
信
の
イ
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フ
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西
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イ
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ト
湾
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大
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つ
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す
る
Ｉ

Ｈ
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欧
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る
ボ
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ポ
ラ
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ト
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ネ
ル
を
手
が
け
た
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建

設
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通
信
衛
星
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し
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三

菱
電
機
に
と
っ
て
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み
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顔
だ
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ト
ル
コ
政
局
と
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業
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が
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す
る
か
、
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ら
く
目
が
離
せ
な
い
。
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ビジネスワイヤから

■ ■日本の農業 。食品関連企業が、

成長著 しい東南アジア諸国連合

(ASEAN)で の事業展開を拡

大させています。域内経済統合を

視野に一層の成長が見込めるマー

ケッ トを取り込むためです。中で

もタイ 。バンコクからベ トナム 。

ホーチミンをつなぐ南部経済回廊

に位置するベ トナムヘの進出機運

が高まっています。

日越政府間では、農業・ 食品分野

での協力関係促進を目的とした 日越

農業協力対話が始まってお り、 日本

L

企業に対するベ トナム展開への支援

策の充実が期待できるようになりま

した。日本の農林水産省が 6月 に発

表した「グローバル・ フー ドバ リュ

ーチェーン戦略Jでもベ トナムは重

要地域の 1つ と位置づけられ、モデ

ル地域 5カ所が設定されています。

両国政府からのサポー トが期待で

きるモデル地域ではビジネスチャン

スの拡大が想定されますが、単に優

ベ トナム、品質管理まで構築
日本総合研究所 倉u発戦略センター スペシャリス ト ニ 輪 泰 史 氏

れた農業技術 。食品加工技術を現地

に導入するだけでは事業は成立 しま

せん。品質管理体制や物流基盤が未

整備なベ トナムでの事業展開におい

ては、商品の良しあしばかりでな く、

原料調達 。生産 。流通 。販売までの
バ リューチェーンをいかに構築する

かがビジネスの成否を握ると考える

必要があります。

原料調達では、原料の品質検査 (ア

ウ トプ ッ ト・ チェック)に力日え、農

薬散布などの栽培履歴確認 (プ ロセ

ス・ チェック)が重要です。また生

鮮品流通では、自前のコール ドチェ

ーン (冷凍輸送網)の構築が課題 と

な ります。冷蔵車は存在するものの、

温度管理や配車管理のシステムが無

いことも多 く、 日本のノウハウを活

用 して現地運送事業者を束ねること

が求められます。

ASEAN主要国の中でベ トナムの
野菜消費量は多い (1日 当たり)
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(出所)国連食糧農業機関(FAO)の統計データ
ベースFAOSTAT


